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◇転倒災害が最も多く、平成30年は前年比53％増 三次産業の発生目立つ

休業1ヶ月未満
36%

転倒災害の休業見込み期間H30）

休業1カ月

以上

64%

転倒災害防止

安全衛生委員会や会議等での調査・審議

職場巡視

職場改善

教育等で意識啓発

繰り返しの対策

現状の転倒防止対策をチェック✓

骨折等により

休業が長引く

転倒災害の発生状況
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転倒災害の年齢別（H30）

50才以上の被災

が約70％

立川労働基準監督署

転倒災害防止に関する意識啓発を図り、転倒災害防止に必要な対策の実施により、職場の安全意識を高め、安心して

働ける職場環境を実現することを目的とする取組

(年）

(人）



転倒防止対策のポイント

段差

凸凹

仕切り

適切な履き物まず、急がない(走らない）ことの徹底を！

巡視や作業者からの聞き取りで危険箇所を特定

転倒防止の職場点検表（例）

段差 濡れている箇所

通路

置き場

走る

（急ぐ）

～しながら

（操作）（携帯）
前方（足下）

見えない

特定した危険箇所の対策を検討・実施

ラインテープ等により

「通路」表示

置き場の「定位置化」

転倒リスクの「見える化」の推進

朝礼、会議等の場で転倒防止に係る教育（転倒災害事例や災害の特徴・危険の高い箇所・対策等）

雨、水

凍結、雪

1ｃｍの段差でもリスクあり

体操も有効な対策

（体をほぐす・体力づく教育資料の活用

コンテナ置き場の区画 通路表示による安全通路確保

外国人労働者向け表示 清掃用具の整頓（見える化）

蛍光色での表示

すべりやすい箇所表示 掲示、朝礼での周知

段差表示

転倒リスクのある作業、場所の特定と対策の推進

転倒防止に係る安全教育

転倒災害防止対策事例

立川労働基準監督署 H31.4作成

13次労働災害防止計画（2年目）推進中

～トップが打ち出す方針 みんなで共有 生み出す安全・安心～

走らない！

段差注意！


